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(57)【要約】
【課題】軒樋の省略を実現でき、コンパクトで美観に優
れる建築物を構築し易い屋根構造及び導水板を提供する
こと。
【解決手段】建築物の上側に配置される屋根構造１が、
軒棟方向に直交する直交方向に略延在する１以上の突条
部１５を有し、軒先上側に設置される導水板１０と、導
水板１０において最も軒側に位置する突条部１５よりも
軒側に設置される軒先水切り２５と、を備えるようにす
る。このようにして、軒樋の代わりに突条部１５の棟側
の面で雨水を直交方向に流動させるようにして、軒樋を
省略する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　建築物の上側に配置される屋根構造において、
　軒棟方向に直交する直交方向に略延在する１以上の突条部を有し、軒先上側に設置され
る導水板と、
　最も軒側に位置する前記突条部よりも軒側に設置される軒先水切りと、
を備える、屋根構造。
【請求項２】
　前記導水板は、前記軒棟方向に間隔をおいて配置される複数の前記突条部を有し、
　前記各突条部は、前記導水板において略同一平面上に位置する上面からその上面の法線
方向に突出し、
　前記複数の突条部に関して、前記突条部の前記法線方向の高さは、前記突条部が前記軒
棟方向の軒側に配置されるにしたがって高くなり、
　前記複数の突条部に関して、前記突条部の先端における鉛直方向の高さは、前記突条部
が前記軒棟方向の軒側に配置されるにしたがって低くなる、請求項１に記載の屋根構造。
【請求項３】
　前記導水板よりも棟側に配置される複数の屋根材を備え、
　前記１以上の突条部には、前記先端が、前記複数の屋根材に接する接平面よりも法線方
向上側に位置する高突条部が含まれる、請求項１又は２に記載の屋根構造。
【請求項４】
　前記直交方向の側端部に棟側から軒先側に延在するように配置される化粧部材と、
　前記直交方向に関して前記化粧部材と前記導水板の間に配置され、前記棟側から前記軒
先側に延在する排水路と、
　前記化粧部材の下端部と一体に構成されると共に、前記排水路の延在方向に関して、集
水口の少なくとも一部が前記排水路の下端部に隣接するように前記排水路よりも下側に配
置され、下側に竪樋が接続される集水桝と、
を備える、請求項１乃至３のいずれか１つに記載の屋根構造。
【請求項５】
　前記直交方向の側端部に棟側から軒先側に延在するように配置される化粧部材と、
　前記直交方向に関して前記化粧部材の側端よりも内側に配置され、下側に竪樋が接続さ
れる集水桝と、
を備え、
　前記導水板は、前記突条部に沿って流れる水を前記集水桝の集水口に導く導水部を有す
る、請求項１乃至３のいずれか１つに記載の屋根構造。
【請求項６】
　前記導水部が前記導水板に設けられた貫通孔である、請求項５に記載の屋根構造。
【請求項７】
　前記１以上の突条部のうちで最も棟側に位置する棟側突条部の上部に支持される軒側端
部を有し、前記棟側突条部による支持により前記軒棟方向から傾いている導水板側屋根材
を備え、
　前記導水板は、前記導水板側屋根材の裏側に位置する箇所に、前記棟側突条部に対して
間隔をおいて棟側に位置して上側に突出すると共に、前記直交方向に延在する水返し片を
有する、請求項１乃至６のいずれか１つに記載の屋根構造。
【請求項８】
　前記導水板の裏側に配置され、前記集水口に導水する水切りを備える、請求項５又は６
に記載の屋根構造。
【請求項９】
　前記突条部は、水平面に対して傾斜する方向に延在している、請求項１乃至８のいずれ
か１つに記載の屋根構造。
【請求項１０】
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　前記直交方向に垂直な断面において、前記突条部は、２箇所の屈曲部を有して略矩形状
のスペースの３方向を画定する屈曲板部で構成される、請求項１乃至９のいずれか１つに
記載の屋根構造。
【請求項１１】
　建築物の上側に位置する屋根下地材上に設置される導水板であって、
　前記屋根下地材上に設置されている状態において軒棟方向に直交する直交方向に略延在
する１以上の突条部を有し、前記軒棟方向の軒先上側に設置される、導水板。
【請求項１２】
　略同一平面上に位置する上面と、
　前記軒棟方向に間隔をおいて配置される複数の前記突条部と、を備え、
　前記各突条部は、前記上面の法線方向に突出し、
　前記複数の突条部に関して、前記突条部が前記軒棟方向の軒側に位置するにしたがって
前記突条部の前記法線方向の高さが高くなるように前記屋根下地材上に配置され、
　前記複数の突条部に関して、前記突条部が前記軒棟方向の軒側に位置するにしたがって
前記突条部の先端における鉛直方向の高さが低くなるように前記屋根下地材上に配置され
る、請求項１１に記載の導水板。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、建築物の屋根構造、及びそれに含まれる導水板に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、屋根構造としては、特許文献１に記載されているものがある。この屋根構造は、
屋根本体と、軒樋を備え、屋根本体は、棟から軒に行くにしたがって下側に移動するよう
に水平面に対して傾斜する。また、軒樋は、軒に沿うように屋根本体の軒先外側に配置さ
れる。軒樋は、屋根本体の上面を軒側に流れる雨水等を集めて地上又は下水に導くために
設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－８５５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　軒樋を省略できれば、建築物を、スタイリッシュで美観に優れるものにでき、コンパク
トに構成できる。そこで、本開示の目的は、軒樋の省略を実現でき、コンパクトで美観に
優れる建築物を構築し易い屋根構造及び導水板を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　上記課題を解決するため、本開示に係る屋根構造は、建築物の上側に配置される屋根構
造において、軒棟方向に直交する直交方向に略延在する１以上の突条部を有し、軒先上側
に設置される導水板と、最も軒側に位置する突条部よりも軒側に設置される軒先水切りと
、を備える。
【０００６】
　また、本開示に係る導水板は、建築物の上側に位置する屋根下地材上に設置される導水
板であって、屋根下地材上に設置されている状態において軒棟方向に直交する直交方向に
略延在する１以上の突条部を有し、軒棟方向の軒側に設置される。
【０００７】
　なお、導水板が屋根下地材上に配置された状態で、導水板の棟側端部が上側に折り返さ
れて、導水板の棟側端部に水切り片が設けられることがある。この水切り片は、突条部に
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含まないものとする。
【発明の効果】
【０００８】
　本開示に係る屋根構造及び導水板によれば、軒樋の省略を実現でき、コンパクトで美観
に優れる建築物を構築し易い。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】第１実施形態に係る屋根構造の部分斜視図であり、屋根材を葺く前の屋根構造の
部分斜視図である。
【図２】図１の部分拡大斜視図であり、屋根構造における集水桝付近の部分拡大斜視図で
ある。
【図３】屋根構造の部分斜視図であり、導水板の断面を視認可能とした部分斜視図である
。
【図４】屋根構造の一部を、直交方向に垂直な平面で切断したときの模式断面図である。
【図５】第２実施形態に係る屋根構造の一部の分解斜視図である。
【図６】組み立てられた屋根構造における図５にＡ－Ａ線で示す断面での部分断面図であ
る。
【図７】組み立てられた屋根構造における図５にＢ－Ｂ線で示す断面での部分模式断面図
である。
【図８】第２実施形態において、導水板の突条部に沿って流れる雨水の水位について説明
する直交方向に垂直な模式断面図である。
【図９】第２実施形態において、棟側突条部の有無と、導水板側屋根材の位置との関係を
示す模式断面図である。
【図１０】第２実施形態の導水板を野地板の法線方向の上側から見たときの模式平面図で
ある。
【図１１】変形例の導水板における図１０に対応する模式平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に、本開示に係る実施の形態について添付図面を参照しながら詳細に説明する。な
お、以下において複数の実施形態や変形例などが含まれる場合、それらの特徴部分を適宜
に組み合わせて新たな実施形態を構築することは当初から想定されている。また、以下の
実施例の説明及び図面において、Ｘ方向は、直交方向であり、例えば、軒の延在方向に一
致する。また、Ｙ方向は、軒棟方向を示し、例えば、軒の延在方向に直交する方向であっ
て屋根下地材において平面で構成される上面に含まれる方向として定義される。また、Ｚ
方向は、法線方向を示し、後で説明する導水板の上面の法線方向として定義され、上記屋
根下地材の上面の法線方向に一致する。Ｘ方向、Ｙ方向、及びＺ方向は、互いに直交する
。また、以下の実施例では、図面において同一構成に同一符号を付し、重複する説明を省
略する。また、複数の図面には、模式図が含まれ、異なる図間において、各部材における
、縦、横、高さの寸法比は、必ずしも一致しない。
【００１１】
　（第１実施形態）
　図１は、第１実施形態に係る屋根構造１の部分斜視図であり、屋根材を葺く前の屋根構
造１の部分斜視図である。また、図２は、図１の部分拡大斜視図であり、屋根構造１にお
ける集水桝３５付近の部分拡大斜視図である。図１に示すように、屋根構造１は、屋根下
地材としての野地板５、導水板１０、化粧部材３０、及び集水桝３５を備える。野地板５
は、平板構造を有し、例えば、木造、鉄骨、又は鉄筋コンクリート等で構成される。また
、導水板１０は、金属材料等で構成され、板状の形状を有する。導水板１０は、野地板５
の平面状の上面５ａにおけるＹ方向の軒先上側に、締結部材、例えば、釘、ねじ、又はビ
ス等で取り付けられる。
【００１２】
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　化粧部材３０は、例えば金属材料で構成され、屋根構造１のＸ方向一方側の側端部に配
置され、軒側端部から棟側端部までＹ方向に延在し、Ｚ方向において屋根構造１の下端か
ら上端まで延在する。その結果、屋根構造１を一方側の側方から見たとき、主に化粧部材
３０が視認される。化粧部材３０は、主に美観を良好にするために設けられる。化粧部材
３０は、締結部材、例えば、釘、ねじ、又はビス等で野地板５に固定される。
【００１３】
　図２に示すように、導水板１０は、略同一平面上に位置する上面１１を有し、その法線
方向であるＺ方向から見たときの平面視で略矩形の形状を有する。導水板１０は、上面１
１からＺ方向に突出する複数の突条部１５を含む。複数の突条部１５は、導水板１０の幅
方向に間隔をおいて配置され、各突条部１５は、導水板１０の長手方向に一端から他端ま
で延在する。導水板１０は、長手方向がＸ方向に一致すると共に幅方向がＹ方向に一致し
ている状態で、野地板５（図１参照）に固定される。その結果、複数の突条部１５は、Ｙ
方向に間隔をおいて位置し、各突条部１５は、Ｘ方向に延在する。Ｙ方向に隣り合う突条
部１５の間には、溝１６が存在する。溝１６は、導水板１０のＸ方向の一端から他端まで
Ｘ方向に延在する。
【００１４】
　屋根構造１は、更に排水路３８を備える。詳しくは、屋根構造１は、長尺状の板材３９
を備え、その板材３９は、野地板５のＸ方向一方側にＹ方向に延在するように締結部材、
例えば、釘、ねじ、又はビス等で固定される。Ｘ方向に関し、板材３９は、化粧部材３０
と導水板１０で隙間なく挟持される。板材３９の上面は、排水路３８を構成する。排水路
３８のＺ方向高さは、導水板１０の上面１１のＺ方向高さと一致するか、又は導水板１０
の上面１１のＺ方向高さよりも僅かに低い。このようにして、雨水が、導水板１０の溝１
６から排水路３８に円滑に流動するようにしている。
【００１５】
　集水桝３５は、化粧部材３０の下端部に締結部材、例えば、釘、ねじ、又はビス等で固
定され、化粧部材３０と一体に構成される。集水桝３５は、化粧部材３０よりもＸ方向他
方側に位置し、集水桝３５のＹ方向の軒側の端は、化粧部材３０のＹ方向の軒側の端より
も棟側に位置する。このようにして、集水桝３５が化粧部材３０の陰に隠れるようにして
、集水桝３５が目立たなくなるようにすることで、屋根構造１の美観を優れたものにして
いる。
【００１６】
　排水路３８の延在方向であるＹ方向に関して、集水桝３５の集水口３７の少なくとも一
部は、排水路３８の下端部に隣接するように排水路３８よりも下側に配置される。また、
集水口３７の鉛直方向の高さは、排水路３８の下端の鉛直方向高さと同一か又は排水路３
８の下端の鉛直方向高さよりも低い。このようにして、雨水が、排水路３８を下側に流れ
た後、集水口３７に効率的かつ円滑に流動するようにしている。なお、詳述しないが、集
水桝３５の下側には、竪樋（図示せず）が接続される。雨水は、例えば、集水桝３５、及
び竪樋を通過した後、下水の方に流れるようになっている。
【００１７】
　図３は、屋根構造１の部分斜視図であり、導水板１０の断面を視認可能とした部分斜視
図である。また、図４は、屋根構造１の一部を、ＹＺ平面で切断したときの模式断面図で
ある。なお、図３においては、図面を分かり易くするため、野地板５の上面５ａを斜線で
示している。図３に示すように、Ｙ方向に垂直な断面において、突条部１５は、２箇所の
屈曲部を有して略矩形状のスペース８の３方向を画定する一体の屈曲板部で構成される。
詳しくは、突条部１５は、軒側壁部１５ａ、上側板部１５ｂ、及び棟側壁部１５ｃを有し
、軒側壁部１５ａは、上面１１を含む底側板部１８のＹ方向の棟側端部からＺ方向に延在
する。また、上側板部１５ｂは、軒側壁部１５ａの上端部からＹ方向の棟側に延在し、棟
側壁部１５ｃは、上側板部１５ｂのＹ方向の棟側端部からＺ方向下側に延在する。棟側壁
部１５ｃのＺ方向の下側端部は、底側板部１８のＹ方向の軒側端部に繋がる。底側板部１
８の底面は、野地板５の上面５ａに当接している。突条部１５を、２箇所の屈曲部を有す
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る屈曲板部で構成することで、突条部１５の剛性を大きくし、外力が作用しても突条部１
５を破損しにくいようにしている。
【００１８】
　図３に示すように、屋根構造１は、更に軒先水切り２５を備える。軒先水切り２５は、
導水板１０の複数の突条部１５において最も軒側に位置する突条部１５よりも軒側に設置
される。軒先水切り２５は、導水板１０の下側端部に接続され、野地板５の軒先から斜め
下側に延在する傾斜部２５ａを含む。軒先水切り２５は、例えば、次のように導水板１０
に取り付けられる。詳しくは、図４に示すように、軒先水切り２５は、野地板５の上面５
ａに載置される板状部２５ｂと、板状部２５ｂからＺ方向に突出する固定部２５ｃを有し
、固定部２５ｃは、Ｘ方向に延在する。また、導水板１０は、Ｙ方向の軒側端部にＺ方向
に突出する固定部２３を有し、固定部２３は、Ｘ方向に延在する。また、導水板１０は、
更に長尺状のキャップ２９を備える。キャップ２９の一対の内側面が、固定部２５ｃの外
側面と固定部２３の外側面に接触するように、キャップ２９を固定部２５ｃ及び固定部２
３に嵌め込むことで、軒先水切り２５を、導水板１０に取り付ける。軒先水切り２５は、
導水板１０を伝った雨水が、野地板５側に流動するのを防止するために設けられ、水が野
地板５を介して建築物の内部に浸入することを防止するために設けられる。なお、軒先水
切り２５が、導水板１０と別部材であって、軒先水切り２５が導水板１０に固定される場
合について説明した。しかし、軒先水切りは、導水板と一体に構成されてもよい。
【００１９】
　以上、屋根構造１は、建築物の上側に配置され、Ｘ方向に略延在する１以上の突条部１
５を有し、軒先上側に設置される導水板１０を備える。また、屋根構造１は、最も軒側に
位置する突条部１５よりも軒側に設置される軒先水切り２５を備える。
【００２０】
　本構成によれば、導水板１０が、軒棟方向（Ｙ方向）に直交する直交方向（Ｘ方向）に
延在する突条部１５を備える。したがって、Ｙ方向に下側に流れる雨水を突条部１５で堰
き止めることができ、堰き止めた雨水を、突条部１５を伝わせるようにＸ方向に流すこと
ができ、雨水を屋根構造１の一方側の側方端部に集めることができる。そして、一方側の
側方端部に集めた雨水を、一方側の側方端部の適切な箇所に設けた集水桝を介して下側に
導くことができる。よって、突条部１５に軒樋の役割を担わせることができるので、軒樋
を省略することができ、建築物を、スタイリッシュで美観に優れるものにでき、コンパク
トに構成できる。
【００２１】
　また、屋根構造１が、Ｙ方向の軒側に配置される軒先水切り２５を有するので、導水板
１０上の雨水を、軒先水切り２５を介して確実に地面側に流すことができ、導水板１０上
の雨水が野地板５側に流動するのを略防止できる。よって、導水板１０上の雨水が野地板
５を介して建築物の内部に浸入することを略防止できる。
【００２２】
　また、屋根構造１は、側端部に棟側から軒先側に延在するように配置される化粧部材３
０と、Ｙ方向に関して化粧部材３０と導水板１０の間に配置され、棟側から軒先側に延在
する排水路３８を備えてもよい。また、屋根構造１は、化粧部材３０の下端部と一体に構
成されると共に、排水路３８の延在方向に関して、集水口３７の少なくとも一部が排水路
３８の下端部に隣接するように排水路３８よりも下側に配置され、下側に竪樋が接続され
る集水桝３５を備えてもよい。
【００２３】
　上記構成によれば、突条部１５を伝わせるようにして一方側の側方端部に集めた雨水を
、排水路３８を介してＹ方向に軒先まで流動させることができ、その後、集水桝３５を介
して地上等に下側に流動させることができる。よって、雨水を円滑に地上側に流動させる
ことができる。
【００２４】
　また、集水桝３５が、軒先近傍まで延在する排水路３８の下端部に隣接するように排水
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路３８よりも軒側に配置されるので、突条部１５を軒側端部まで形成しても、その突条部
１５を伝った雨水を集水桝３５側に流動させることができる。よって、より多くの雨水を
集水桝３５に集めることができる。
【００２５】
　更には、ＹＺ平面における断面において、突条部１５は、２箇所の屈曲部を有して略矩
形状のスペースの３方向を画定する屈曲板部で構成されてもよい。
【００２６】
　上記構成によれば、突条部１５が２箇所の屈曲部を有するので、突条部１５の剛性を大
きくできる。よって、外力が突条部１５に作用しても突条部１５が変形等の損傷を起こし
にくくなる。なお、図３を参照して、軒側壁部１５ａと底側板部１８を湾曲板部で接続す
ると共に、棟側壁部１５ｃと底側板部１８を湾曲板部で接続してもよい。このように、軒
側壁部１５ａ及び棟側壁部１５ｃと、底側板部１８との間にアールを設けると、突条部１
５の剛性を更に高くできて好ましい。
【００２７】
　（第２実施形態）
　次に、集水桝１３５の配置構造が第１実施形態と異なる第２実施形態について説明する
。なお、第２実施形態では、第１実施形態と同一の構成に第１実施形態と同一の参照番号
を付して説明を省略する。また、第２実施形態では、第１実施形態と同様の作用効果につ
いての説明を省略する。
【００２８】
　図５は、第２実施形態に係る屋根構造１０１の一部の分解斜視図であり、図６は、組み
立てられた屋根構造１０１における図５にＡ－Ａ線で示す断面での部分断面図である。図
５に示すように、屋根構造１０１は、屋根下地材としての野地板５、導水板１１０、軒先
水切り１２５、下側水切り１２７、化粧部材１３０、及び集水桝１３５を備える。軒先水
切り１２５は、導水板１１０の軒側端部に繋がり、導水板１１０と、軒先水切り１２５は
、一体に構成される。
【００２９】
　導水板１１０は、複数の突条部１１５を有する。複数の突条部１１５は、Ｙ方向に互い
に間隔をおいて位置し、各突条部１１５は、Ｘ方向に延在する。導水板１１０は、Ｙ方向
に隣り合う突条部１１５間に存在する溝部１１６を有する。導水板１１０の底板部１４０
において溝部１１６に対応する箇所のＸ方向一方側端部は、斜め下側に切り起こされてい
る。この斜め下側に傾斜する切起部１７１は、突条部１１５に沿って溝部１１６内を流れ
る水を集水桝１３５の集水口１３７側に導く導水部を構成する。切起部１７１は、例えば
、プレス成形で、底板部１４０に突条部１１５に沿って切り込みを入れた後、切り込みを
入れた部分を折り曲げることで形成される。
【００３０】
　下側水切り１２７は、金属等で構成される一体の板部材である。下側水切り１２７は、
導水板１１０の裏側に配置され、その上面に到達した水を集水桝１３５の集水口１３７に
導水する。詳しくは、図６に示すように、下側水切り１２７は、Ｘ方向一方側端部にＸ方
向に行くにしたがって下方に移動するように傾斜する傾斜板部１２７ａを有する。傾斜板
部１２７ａの下側端部は、鉛直方向から見たとき集水桝１３５の集水口１３７に重なる。
このことから、傾斜板部１２７ａに達した水を、集水口１３７に円滑に流動させることが
できる。
【００３１】
　下側水切り１２７のＹ方向存在範囲は、複数の切起部１７１のＹ方向存在範囲を含み、
下側水切り１２７の傾斜板部１２７ａは、複数の切起部１７１よりもＸ方向他方側に位置
する。下側水切り１２７は、切起部１７１の裏面を伝って野地板５側に向かう水が野地板
５に達するのを防止し、当該水が野地板５を介して建築物の内部に浸入することを防止す
る。
【００３２】
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　化粧部材１３０は、屋根構造１０１のＸ方向一方側の端部に設けられ、Ｙ方向の軒側端
部から棟側端部までＹ方向に延在する。図６に示すように、Ｚ方向から見たとき野地板５
に重なる領域において、化粧部材１３０は、下側水切り１２７と導水板１１０との間に配
置される。化粧部材１３０は、一体部材であり、取付板部１３１と、水切り部１３２を含
む。取付板部１３１は、平板形状を有し、野地板５にＺ方向に対向する。取付板部１３１
は、野地板５に締結部材、例えば、釘、ねじ、又はビス等で取り付けられ、水切り部１３
２は、取付板部１３１のＸ方向一方側端部から斜め下方に傾斜し、その先端部は、内側に
折り返されている。取付板部１３１は、Ｚ方向の両側とＸ方向他方側が開口する凹部１５
５を有する。凹部１５５のＹ方向の存在範囲は、複数の切起部１７１のＹ方向存在範囲を
含む。各切起部１７１は、化粧部材１３０の上側から凹部１５５内に延在する。
【００３３】
　図６に示すように、集水桝１３５は、化粧部材１３０の側壁部を構成する水切り部１３
２よりも内側に位置し、水切り部１３２よりもＸ方向他方側に位置する。また、集水桝１
３５の下端は、化粧部材１３０の下端よりも上側に位置する。その結果、集水桝１３５は
、化粧部材１３０によって隠され、外部から視認しにくくなっている。集水桝１３５は、
例えば、公知の係止構造で建築物の側壁部１８０に固定される。この固定について簡潔に
説明すると、集水桝１３５は、内側壁部の上端部に下側に開口する係合凹部１８３を有し
、外側壁部の上端部に下側に開口する係合凹部１８４を有する。また、複数の一体の係合
片（図示せず）が、側壁部１８０と一体に構成され、Ｙ方向に間隔をおいて側壁部１８０
から外側に突出する。また、各係合片は、内側係合爪部と、外側係合爪部を有する。各係
合片の内側係合爪部を、係合凹部１８３に嵌入し、各係合片の内側係合爪部を、係合凹部
１８４に嵌入することで、集水桝１３５を側壁部１８０に固定する。集水桝１３５の下側
には、竪樋１５９が接続される。
【００３４】
　化粧部材１３０は、主に、Ｘ方向一方側からの側方視における美観を優れたものにする
ために設けられる。更には、第２実施形態では、集水桝１３５が、化粧部材１３０で覆わ
れ、外部から視認しにくくなっている。よって、この理由からも、化粧部材１３０の設置
で、建築物の美観が優れたものになる。
【００３５】
　以上、図５及び図６に示すように、屋根構造１０１は、側端部に棟側から軒先側に延在
するように配置される化粧部材１３０と、Ｘ方向に関して化粧部材１３０の側端よりも内
側に配置され、下側に竪樋１５９が接続される集水桝１３５を備える。また、導水板１１
０が、突条部１１５に沿って流れる水を集水桝１３５の集水口１３７に導く切起部（導水
部）１７１を有する。
【００３６】
　したがって、突条部１１５に沿って流れる水を直接集水桝１３５に流動させることがで
きるので、第１実施形態との比較において軒棟方向に延在する排水路を省略でき、屋根構
造１０１をコンパクトに構成できる。また、集水桝１３５が、化粧部材１３０の側端より
も内側に配置されるので、集水桝１３５を、化粧部材１３０で覆い隠すことができる。よ
って、美観に優れる建築物を実現できる。
【００３７】
　次に、複数の突条部１１５の高さについて説明する。図７は、組み立てられた屋根構造
における図５にＢ－Ｂ線で示す断面での部分模式断面図である。図７に示すように、屋根
構造１０１は、複数の屋根材１８７を備える。屋根材１８７は、例えば、瓦や鋼板屋根材
等で構成される。
【００３８】
　導水板１１０は、Ｙ方向に間隔をおいて配置される複数の突条部１１５を有する。各突
条部１１５は、導水板１１０において略同一平面上に位置する上面１１１からその法線方
向であるＺ方向に突出する。複数の突条部１１５に関して、突条部１１５のＺ方向の高さ
は、突条部１１５がＹ方向の軒側に配置されるにしたがって高くなっている。また、複数
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の突条部１１５に関して、突条部１１５の先端における鉛直方向の高さは、突条部１１５
がＹ方向の軒側に配置されるにしたがって低くなっている。
【００３９】
　図８は、突条部１１５に沿って流れる雨水の水位について説明する模式断面図である。
図８を参照して、棟側から移動してきた雨水（雪）は、先ず、屋根材１８７に接触してい
ない複数の突条部１１５のうちで最も棟側に位置する突条部１１５ａに堰き止められる。
そして、雨水等の水位が、Ｌで示す突条部１１５ａの上端に達すると、雨水の一部が軒側
にこぼれる。
【００４０】
　このような背景において、本構成によれば、複数の突条部１１５に関して、突条部１１
５のＺ方向の高さが、突条部１１５がＹ方向の軒側に配置されるにしたがって高くなって
いる。したがって、上記軒側にこぼれた雨水は、突条部１１５ａよりも１つ棟側の突条部
１１５ｂを通過することがなく、当該突条部１１５ｂで確実に堰き止められる。
【００４１】
　すなわち、各突条部１１５から零れ落ちた雨水を、その突条部１１５よりも１つ軒側の
突条部１１５で確実に堰き止めることができる。よって、導水板１１０により多くの雨水
を溜めることができるので、大量の雨水が一気に集水桝１３５に流れ込むことを抑制でき
、雨水が集水桝１３５からこぼれることを抑制できる。
【００４２】
　更には、複数の突条部１１５に関して、突条部１１５の先端における鉛直方向の高さは
、突条部１１５がＹ方向の軒側に配置されるにしたがって低くなっている。したがって、
突条部１１５のＺ方向高さが軒側に行くにしたがって高くなっていることを目立ちにくく
できる。よって、導水板１１０の美観を良好なものにできる。
【００４３】
　また、図７に示すように、屋根構造１０１は、導水板１１０よりも棟側に配置される複
数の屋根材１８７ａを備える。また、複数の突条部１１５は、先端がその複数の屋根材１
８７ａに接する接平面ＰよりもＺ（法線）方向上側に位置する高突条部１１５ｃを含む。
【００４４】
　本構成によれば、屋根材１８７ａから接平面Ｐに吹き飛ばされた雨水等を高突条部１１
５ｃで堰き止めることができる。よって、雨水をより確実に集水桝１３５に流動させるこ
とができる。
【００４５】
　また、図７に示すように、屋根構造１０１は、複数の突条部１１５のうちで最も棟側に
位置する棟側突条部１１５ｄに接触する導水板側屋根材１８７ｂを備える。より詳しくは
、導水板側屋根材１８７ｂの軒側端部は、棟側突条部１１５ｄの上部に支持される。導水
板側屋根材１８７ｂは、棟側突条部１１５ｄによる支持でＹ方向から傾いている。また、
導水板１１０は、導水板側屋根材１８７ｂの裏側に位置する箇所に、棟側突条部１１５ｄ
に対して間隔をおいて棟側に位置して上側に突出すると共に、Ｙ方向に延在する水返し片
１９１を有する。
【００４６】
　本構成によれば、導水板側屋根材１８７ｂが、棟側突条部１１５ｄによる支持により傾
く。すなわち、棟側突条部１１５ｄによる支持で、導水板側屋根材１８７ｂの軒側端部を
上側に持ち上げることができ、導水板側屋根材１８７ｂの位置を、図９に実線で示す位置
から点線で示す位置に移動させることができる。したがって、導水板側屋根材１８７ｂと
、それよりも１つ棟側の屋根材１８７がなす角度θを小さくできる。よって、導水板側屋
根材１８７ｂと、それよりも１つ棟側の屋根材１８７の隙間から野地板５に浸入する雨水
を抑制でき、雨水が野地板５を介して建築物の内部に浸入することを防止する。
【００４７】
　また、導水板１１０が、導水板側屋根材１８７ｂの裏側に位置する箇所に、棟側突条部
１１５ｄに対して間隔をおいて棟側に位置して上側に突出すると共に、Ｙ方向に延在する
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よりも１つ棟側の屋根材１８７の隙間から導水板側屋根材１８７ｂの裏側に浸入したとし
ても、その雨水を、水返し片１９１で堰き止めることができる。よって、その雨水が、野
地板５まで達することを抑制でき、雨水が野地板５を介して建築物の内部に浸入すること
を更に確実に防止できる。なお、水返し片１９１が、導水板１１０のＸ方向一端部から他
端部までＸ方向に延在すると、雨水が野地板５に到達するのを、Ｘ方向の広範囲な領域で
抑制できて好ましい。また、最も軒側に位置する突条部１１５ｅの軒側に軒先水切り１２
５の上面を覆い、且つ軒側先端部が軒先水切り１２５よりも軒側に僅かに突出するよう配
置される軒先屋根材１８７ｃを設けても良い。これにより、軒先の意匠性が向上する。
【００４８】
　なお、本開示は、上記実施形態およびその変形例に限定されるものではなく、本願の特
許請求の範囲に記載された事項およびその均等な範囲において種々の改良や変更が可能で
ある。
【００４９】
　例えば、上記第１及び第２実施形態では、導水板１０,１１０が、複数の突条部１５,１
１５を備える場合について説明したが、導水板は、Ｘ方向に延在する１つのみの突条部を
有してもよい。
【００５０】
　また、図１０、すなわち、第２実施形態の導水板１１０をＺ方向上側から見たときの模
式平面図に示すように、導水部を、斜め下側に傾斜する切起部１７１で構成する場合につ
いて説明した。しかし、図１１、すなわち、変形例の導水板２１０における図１０に対応
する模式平面図に示すように、導水板２１０は、Ｙ方向に間隔をおいて配置される複数の
突条部２１５を有してもよく、Ｙ方向に隣り合う突条部２１５の間に溝部２１６を有して
もよい。そして、導水部を、溝部２１６のＸ方向一方側端部に設けた貫通孔２７１で構成
してもよい。この変形例によれば、導水部をプレス成形のパンチングで容易に形成でき、
導水板２１０の製造コストを低減できる。
【００５１】
　また、第１及び第２実施形態では、屋根構造１,１０１が軒棟方向のみに傾いている場
合について説明した。しかし、屋根構造１,１０１は、軒棟方向に加えて、それ以外の方
向にも傾いてもよい。この場合、例えば、軒先が、水平面に対して傾斜してもよい。この
変形例によれば、導水板において、突条部が水平面に対して傾斜する方向に延在し、隣り
合う突条部の間に設けられる溝部が傾くことになる。よって、雨水が溝部を下側に向けて
流れることになり、雨水を集水桝に効率的に集めることができる。また、方形屋根の場合
は、屋根頂部を通る軒との垂線方向を軒棟方向とみなすことができる。また、第１及び第
２実施形態では、防水シートなど通常屋根構造に必要な部材について、一部省略している
場合があり、これら省略している部材を付加することを妨げるものではない。
【符号の説明】
【００５２】
　１,１０１　屋根構造、　１０,１１０,２１０　導水板、　１１,１１１　導水板の上面
、　１５,１１５,２１５　突条部、　２５,１２５　軒先水切り、　３０,１３０　化粧部
材、　３５,１３５　集水桝、　３７,１３７　集水口、　３８　排水路、　１１５ｃ　高
突条部、　１１５ｄ　棟側突条部、　１２７　下側水切り、　１５９　竪樋、　１７１　
切起部、　１８７ａ　導水板よりも棟側に配置される屋根材、　１８７ｂ　導水板側屋根
材、　１９１　水返し片、　２７１　貫通孔、　Ｐ　接平面、　Ｘ方向　直交方向、　Ｙ
方向　軒棟方向、　Ｚ方向　法線方向。
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